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◆新議長、副議長が就任

　５月臨時会にて新体制スタート

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

◆ワクチン接種で感染拡大防止へ

　補正予算を審査

▲希望の光を次のランナーへ！

5月臨時会
4月臨時会

6月定例会



５月臨時会

就任に当たって

感
染
症
が
、
市
民
生
活
や
経
済
活

動
な
ど
に
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え

て
お
り
ま
す
が
、
平
常
な
市
民
生

活
を
取
り
戻
し
、
社
会
の
閉
塞
感

を
打
開
す
る
た
め
、
今
こ
そ
執
行

部
と
議
会
が
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

未
知
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
市
職
員
と
し
て
の
３５
年
間

や
４４
年
間
の
町
内
会
長
を
経
て
、

「
茶
の
間
の
声
を
市
政
に
反
映
」

さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の

声
を
大
切
に
、
身
近
で
透
明
性
の

あ
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
市
議
会
に
対
し
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

斎
藤
武
弘
議
長
か
ら
の
議
長
辞

職
願
を
承
認
し
、
議
長
選
挙
（
出

席
議
員
３３
人
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
、
投
票
総
数
３３
票

中
、
鈴
木
善
太
郎
議
員
（
新
翔
会
）

が
１７
票
、
川
口
充
律
議
員
（
市
民

連
合
山
形
市
議
団
）
が
１３
票
、
斉

藤
栄
治
議
員
（
令
政
会
）
が
３
票

で
、
鈴
木
善
太
郎
議
員
が
議
長
に

第
４５
代
議
長
に

鈴
木
善
太
郎
議
員
が
当
選

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
長
谷
川
幸
司
副

議
長
か
ら
の
副
議
長
辞
職

願
を
承
認
し
、
副
議
長
選

挙
（
出
席
議
員
３３
人
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
、
投
票
総

数
３３
票
中
、
須
貝
太
郎
議

員
（
新
翔
会
）
が
１７
票
、

渋
江
朋
博
議
員
（
緑
政
会
）

が
１３
票
、
高
橋
公
夫
議
員

（
令
政
会
）
が
３
票
で
、

須
貝
太
郎
議
員
が
副
議
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
任
期
満
了
に

伴
う
各
常
任
委
員
と
議
会
運
営
委

員
の
選
任
を
行
っ
た
後
、
再
度
休

憩
し
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

の
互
選
な
ど
を
行
う
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
再
開
後
、
議
席
を
変
更

し
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の

互
選
の
結
果
報
告
な
ど
を
行
い
、

新
し
い
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
構
成
、
議
会
選
出

の
各
種
委
員
お
よ
び
会
派
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
る
と
と
も
に
、
責
務
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
予
防
と
疲
弊
し
て
い
る
地

域
経
済
の
早
期
回
復
の
両
立
を
求

め
ら
れ
て
い
る
中
、
山
形
市
発
展

計
画
２
０
２
５
に
基
づ
く
事
業
の

推
進
な
ど
、
本
市
に
は
多
く
の
行

政
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
財

政
確
保
と
経
費
削
減
に
努
め
、
都

市
問
題
な
ど
に
立
ち
向
か
う
姿
勢

が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

県
都
山
形
市
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
と
責
任
感
を
大
事
に
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議

会
へ
、
さ
ら
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
山
形
市
議
会
議
長

に
就
任
し
、
そ
の
職
責
の
真
実
の

重
み
が
感
じ
ら
れ
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

令
和
３
年
５
月
臨
時
会
に
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
山
形
市
議
会
副

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で

▲開票の様子を見守る開票立会人の議員

市
民
の
声
を
大
切
に
！

市
政
発
展
と

市
民
の
負
託
に
心
を
尽
く
す

議
長
　
鈴
木
善
太
郎

県
都
山
形
市
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

副
議
長
　
須
貝
　
太
郎

議
員
任
期
後
半
の
役
職
を
選
出

　

５
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た
５
月
臨
時
会
に
て
、
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
鈴
木
善
太
郎
議
員
、
副

議
長
に
須
貝
太
郎
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
各
常
任
委

員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
委
員
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

市民の声を市政へ　積極的で活発な議会づくり市民の声を市政へ　積極的で活発な議会づくり

新体制でスタート新体制でスタート
議長に鈴木善太郎議員、副議長に須貝太郎議員が就任
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各 委 員 会 の 構 成

◆山形市監査委員

◆山形広域環境事務組合議会議員

◆山形市住居表示委員会委員

◆山形市森林整備推進協議会委員

◆山形市民生委員推薦会委員

◆山形市青少年問題協議会委員

〈市条例によるもの〉

〈法律によるもの〉

武田　聡　　菊地健太郎

仁藤　俊　　浅野弥史　　渋江朋博　　今野誠一
遠藤吉久　　折原政信　　長谷川幸司

小田賢嗣　　田中英子　　丸子善弘　　折原政信

斎藤武弘

仁藤　俊　　武田新世

佐藤清徳　　松田孝男　　佐藤亜希子

◆最上川中部水道企業団議会議員

◆山形市環境審議会委員

◆山形市都市計画審議会委員

◆山形県後期高齢者医療広域連合議会議員

◆山形市社会教育委員

◆山形市国民健康保険運営協議会委員

松井　愛　　斎藤武弘

阿曽　隆　　佐藤秀明　　浅野弥史　　渡辺　元

井上和行　　鈴木　進　　川口充律　　斎藤淳一

長谷川幸司

荒井拓也　　伊藤香織

阿曽　隆　　高橋公夫　　石澤秀夫

議会選出各種委員など

会 派（ 交 渉 団 体 ）
　主義主張を同じくする議員が集まってつくる団体を会派（交渉団体）といいます。本市議会では、
山形市議会会派及び各派代表者会規程により３人以上の議員で結成することになっています。
　なお議長・副議長に就任した議員は、任期中は所属会派から離れるのが慣例となっています。

■新翔会（１２人）

■市民連合山形市議団（４人）

■公明党山形市議団（３人）

会　　長　中野信吾　　幹 事 長　伊藤香織
総務会長（会計兼務）　 仁藤　俊
政調会長　鈴木　進
　　　　　井上和行　　佐藤清徳　　浅野弥史
　　　　　田中英子　　菊地健太郎　丸子善弘
　　　　　長谷川幸司　斎藤武弘

会　　長　佐藤秀明　　幹 事 長　川口充律
会　　計　遠藤吉久
　　　　　松井　愛

会　　長　折原政信　　幹 事 長　武田新世
政調会長　松田孝男

■会派に属さない議員（２人）
鈴木善太郎（議長）、須貝太郎（副議長）

■緑政会（６人）
会　　長　武田　聡
幹 事 長（会計兼務）　 渋江朋博
　　　　　荒井拓也　　渡辺　元　　斎藤淳一
　　　　　石澤秀夫

■日本共産党山形市議団（３人）
団　　長　今野誠一　　幹 事 長　佐藤亜希子
会　　計　阿曽　隆

■令政会（３人）
会　　長　高橋公夫　　副 会 長　斉藤栄治
幹 事 長　小田賢嗣

■議会図書室運営委員会（６人）〈議会図書室の運営について協議〉

■厚生委員会（８人）〈市民生活・健康医療・福祉・子育て・市立病院などを所管・審査〉

■決算委員会（３２人）〈決算について審査〉

■環境建設委員会（８人）〈環境・まちづくり・都市整備・上下水道などを所管・審査〉

委 員 長　浅野弥史　　副委員長　荒井拓也
委　　員　佐藤秀明　　仁藤　俊　　斉藤栄治
　　　　　武田新世　　伊藤香織　　今野誠一

委 員 長　佐藤秀明　　副委員長　折原政信
委　　員　議長を除く全議員

委 員 長　武田新世　　副委員長　井上和行
委　　員　川口充律　斉藤栄治　今野誠一　渡辺　元

委 員 長　高橋公夫　　副委員長　佐藤清徳
委　　員　田中英子　　川口充律　　武田　聡
　　　　　丸子善弘　　石澤秀夫　　折原政信

委 員 長　中野信吾　　副委員長　武田　聡
委　　員　佐藤秀明　　高橋公夫　　鈴木　進　　仁藤　俊　　佐藤亜希子　　渋江朋博　　武田新世　　伊藤香織

■議会運営委員会（１０人）〈議会の運営について協議〉

■総務委員会（８人）〈総務・企画・財政・消防などを所管・審査〉

■予算委員会（３２人）〈予算について審査〉

■広報広聴委員会（６人）〈議会の広報および広聴について協議〉

■産業文教委員会（８人）〈商工観光・農林・教育などを所管・審査〉

〈常任委員会〉

〈特別委員会〉

〈その他の委員会〉

委 員 長　松田孝男　　副委員長　井上和行
委　　員　小田賢嗣　　阿曽　隆　　遠藤吉久
　　　　　渡辺　元　　斎藤武弘　　須貝太郎

委 員 長　伊藤香織　　副委員長　松井　愛
委　　員　議長を除く全議員

委 員 長　阿曽　隆　　副委員長　松田孝男
委　　員　松井　愛　小田賢嗣　佐藤清徳　荒井拓也

委 員 長　仁藤　俊　　副委員長　渋江朋博　　事務局長　佐藤秀明
委　　員　小田賢嗣　　鈴木　進　　佐藤亜希子　　武田　聡　　武田新世　　伊藤香織　　中野信吾

委 員 長　渋江朋博　　副委員長　鈴木　進
委　　員　松井　愛　　佐藤亜希子　中野信吾
　　　　　菊地健太郎　斎藤淳一　　長谷川幸司

■議会改革検討委員会（１０人）〈議会改革に向けた事項について協議〉
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営
業
時
間
短
縮
要
請
に
伴
う
緊
急
支
援
や

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

　
　
　

今
回
の
補
正
予
算
で
増
員

す
る
職
員
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
保
健
師
２
人
、
事
務

職
３
人
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話

回
線
数
は
２０
回
線
で
対
応
可
能
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

他
市
で
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
開
始
直
後
に
申

込
み
が
殺
到
し
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
な
っ
た
た
め
、
回
線
数

（
５
月
補
正
予
算
）

感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費

 

１
億
８
９
９
２
万
円

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
な
ど
を
増

額
す
る
と
と
も
に
、
保
健
師
を

増
員
す
る
な
ど
、
保
健
所
の
体

制
強
化
を
図
り
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

（
５
月
補
正
予
算
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

 

２
億
３
６
８
４
万
円

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
柔

軟
に
対
応
し
、
速
や
か
な
接
種

を
進
め
る
た
め
、
接
種
体
制
の

整
備
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長

各
医
療
機
関
に
応
じ
た
方
法
で
予

約
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

令
和
３
年
度
中
に
収
入
が

激
減
し
た
場
合
は
、
年
度
途
中
か

ら
で
も
支
給
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

要
件
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
年
度
途
中
か
ら
で

も
対
象
と
な
る
。

（
５
月
補
正
予
算
）

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
給
付
事
業

 

２
億
３
５
１
万
円

　

家
計
が
大
き
く
悪
化
し
て
い

る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を
支

援
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

を
さ
ら
に
増
強
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

接
種
可
能
な
医
療

機
関
数
と
予
約
の
流
れ
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
市
内
１
５
４
医
療

機
関
で
接
種
可
能
で
あ
る
。

本
市
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を

使
用
す
る
医
療
機
関
と
、

独
自
で
予
約
を
受
け
付
け

る
医
療
機
関
が
あ
る
た
め
、

接
種
希
望
者
は
、
各
医
療

機
関
の
予
約
枠
設
定
後
に
、

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
長

　
　
　

市
が
独
自
に
検
査
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
が
補
助
す
る

分
娩
前
検
査
と
検
査
時
期
が
近
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
県
で
は
令
和
３

年
度
は
実
施
し
な
い
が
、
里
帰
り

す
る
本
人
や
迎
え
入
れ
る
家
族
の

安
心
の
た
め
、
市
が
独
自
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

（
５
月
補
正
予
算
）

妊
婦
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
検
査
事
業

 

４
８
０
万
円

　

県
外
か
ら
里
帰
り
す
る
妊
婦

が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

　
　
　

今
回
の
給
付
で
は
対
象
外

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

（
４
月
補
正
予
算
）

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
・
支
援
金

 

９
億
６
１
５
０
万
円

　

営
業
時
間
短
縮
要
請
に
協
力

し
た
事
業
者
へ
給
付
し
ま
す
。

委
員

と
な
る
事
業
者
に
は
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月

補
正
や
３
月
補
正
で
創
設
し
た
給

付
金
制
度
を
有
効
に
活
用
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一
律
で
は
な
く
、
事
業
規

模
に
応
じ
た
給
付
と
な
る
よ
う
に
、

国
へ
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係

団
体
な
ど
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

国
に
対
し
て
実
情
を
伝
え
る
な
ど

対
応
し
て
い
き
た
い
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

▲現在は６４回線で対応中のコールセンター

４月の主な補正予算
一般会計 ９億６，１５０万円

●新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業

　（感染症拡大防止協力金）　  ７億６，８００万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

５月の主な補正予算
一般会計 １５億４，６８７万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業

　（感染症拡大防止協力金）　  ６億７，２００万円

●新型コロナウイルスワクチン接種体制

　確保事業　  ２億３，６８４万円

●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

　  ２億３５１万円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
、

道
路
・
公
園
整
備
な
ど
の
補
正
予
算
を
審
査

６月の補正予算
一般会計 ２５億８，０７６万円

●新型コロナウイルスワクチン接種事業

　  ６億６，７８７万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●道路・橋りょう新設改良事業

　  ３億５，５３７万円

●消雪設備更新事業

　  １億２，０１７万円

●感染症対策のための物品等整備事業

　  １億１，５２２万円

●新型コロナウイルス感染症生活困窮者

　自立支援金支給事業　  ６，８０７万円

●放課後児童クラブＩＣＴ化推進事業

　  ３，３３０万円

ら
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
年
５
月

に
安
全
確
認
点
検
を
実
施
し
て
い

る
が
、
令
和
２
年
の
点
検
で
は
異

常
は
な
く
、
地
震
発
生
後
の
緊
急

点
検
時
に
危
険
性
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

踏
切
道
改
良
促

進
法
に
よ
る
指
定
を
受
け
る
と
、

予
算
が
重
点
配
分
さ
れ
る
た
め
、

法
指
定
に
向
け
た
調
査
な
ど
を
進

め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

示
す
立
体
化
な
ど
は
困
難
で
あ
る

こ
と
の
理
由
付
け
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　

ほ
か
の
地
域
に
も
条
件
の

悪
い
踏
切
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

児
童
生
徒
の
通

行
量
が
多
く
、
幅
員
が
狭
い
十
文

字
西
踏
切
を
交
渉
の
第
一
弾
と
し
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
踏
切
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
整
備
室
長

踏
切
道
改
良
対
策
推
進
事
業

 

４
７
１
万
円

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
踏
切
道
の
改

良
方
法
を
協
議
し
、
調
整
を
進

め
る
た
め
、
交
通
量
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長

委
員

企
画
調
整
部
長

　
　
　
　
　
　
　

計
画
上
の
想
定

接
種
率
は
全
市
民
の
７５
％
以
上
と

し
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正
予
算

で
は
１２
歳
以
上
の
市
民
の
９０
％
の

接
種
を
見
込
み
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
の
ワ
ク
チ
ン
予
約
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
医
療
機

関
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
市
内
１

５
１
医
療
機
関
の
う
ち
、
１
１
８

医
療
機
関
が
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
６
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
目
標
値
は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

６
億
６
７
８
７
万
円

　

大
規
模
接
種
に
よ
る

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
の
た
め
、
時

間
外
な
ど
の
接
種
単
価

を
上
乗
せ
し
、
想
定
接

種
率
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
伴
い
、
接
種
費
用

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

２４
日
時
点
で
、
６５
歳
以
上
の
６７
％

が
１
回
接
種
済
み
で
あ
り
、
１７
％

が
２
回
接
種
済
み
で
あ
る
。

　
　
　

支
給
対
象
と
な
る
人
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

生
活
福
祉
資
金

の
貸
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
山

形
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
試
算
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給

事
業 

６
８
０
７
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
長
期
化
で
収
入
が
減
少
し
、

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に

対
し
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　

具
体
的
な
支
援
の
内
容
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形

県
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
認
証
制
度
に

向
け
た
研
修
会
へ
の
補
助
や
、
売

り
上
げ
の
減
少
に
伴
い
実
施
が
困

商
店
街
等
活
動
支
援
補
助
金

 
９
６
７
万
円

　

商
店
街
が
取
り
組
む
感
染
症

に
強
い
環
境
づ
く
り
や
、
活
性

化
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

難
と
な
っ
て
い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
な
ど
へ
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　

学
校
施
設
の
点
検
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
地
震
発
生
前
か

第
八
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
修

事
業 

７
４
３
万
円

　

令
和
３
年
２
月
の
地
震
に
よ

り
損
傷
し
た
屋
内
運
動
場
の
ス

テ
ー
ジ
天
井
板
を
改
修
し
ま
す
。

委
員

▲大規模接種会場の山形ビッグウイング
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※　不育症…妊娠しても流産、死産を２回以上繰り返す状態のこと。

▲史跡として整備が進む霞城公園

る
二
ノ
丸
土
塁
の
園
路
整
備
工
事

も
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

村
木
沢
反
田
線
の
完
成
予

定
時
期
と
、
今
回
の
補
正
予
算
に

よ
る
事
業
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
１２
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
お
り
、
３
年
度

は
用
地
買
収
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

蔵
王
温
泉
地
内
の
路
線
整

備
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

消
雪
は
ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
う

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
は

実
施
設
計
と
測
量
業
務
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
消
雪
手
法
は
、
温
泉

を
活
用
し
、
不
凍
液
を
温
め
て
利

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

道
路
・
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

事
業 

３
億
５
５
３
７
万
円

　

国
交
付
金
の
内
示
を
受
け
て
、

市
道
の
新
設
改
良
事
業
費
を
増

額
し
ま
す
。

委
員

道
路
整
備
課
長

雪
に
つ
よ
い
消
雪
道
路
整
備

事
業 

９
４
５
万
円

　

国
交
付
金
の
内
示
を
受
け
て
、

消
雪
道
路
の
整
備
事
業
費
を
増

額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

小
白
川
住
宅
と
天
満
住
宅

小
白
川
住
宅
・
天
満
住
宅

老
朽
化
対
策
事
業

 

７
０
０
８
万
円

　

耐
震
性
の
確
保
が
困
難
な
市

営
住
宅
の
入
居
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
意
向
調
査
結
果
に
基

づ
く
移
転
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

か
ら
の
移
転
を
希
望
し
て
い
る
世

帯
は
何
世
帯
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
入
居
し
て

い
る
７４
世
帯
の
う
ち
、
６８
世
帯
が

令
和
３
年
度
中
の
移
転
を
希
望
し

て
い
る
。
こ
の
た
び
の
補
正
予
算

に
は
、
移
転
先
と
な
る
市
営
住
宅

６７
戸
の
改
修
工
事
費
と
、
市
営
住

宅
以
外
へ
移
転
す
る
１
世
帯
分
を

合
わ
せ
た
６８
世
帯
分
の
移
転
補
償

費
を
計
上
し
て
い
る
。

管
理
住
宅
課
長

よ
り
、
約
３
０
０
世
帯
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
　
　

１
件
あ
た
り
の
補
助
金
額

や
、
申
請
件
数
の
想
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

１
人
あ
た
り
１

日
５
０
０
円
を
想
定
し
、
申
請
件

数
は
、
令
和
２
年
１１
月
か
ら
３
年

２
月
ま
で
の
実
績
を
基
に
、
令
和

３
年
度
分
を
積
算
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料

支
援
補
助
金 

１
７
３
万
円

　

小
学
校
の
臨
時
休
校
期
間
中

に
、
家
庭
保
育
に
協
力
し
た
方

の
保
育
料
を
減
額
し
、
そ
の
減

額
分
を
ク
ラ
ブ
に
助
成
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　

１
回
の
検
査
費
用
は
ど
の

く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

検
査
内
容
に

よ
っ
て
は
、
１０
万
円
前
後
か
か
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
先
進
的
な
医
療

の
検
査
へ
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

不※

育
症
検
査
費
助
成
事
業

 

５０
万
円

　

不
育
症
の
方
の
費
用
負
担
軽

減
の
た
め
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
研
究
段
階
に
あ
る
検

査
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

霞
城
公
園
整
備
事
業

 

４
４
６
３
万
円

　
　
　

進
展
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
回
の
補
正

で
ど
の
程
度
進
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

事
業
進

捗
率
は
約
３０
％
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
は
、
文
化
庁

の
補
助
金
に
よ
る
本
丸
北

堀
の
調
査
と
、
本
丸
西
堀

の
土
塁
整
備
を
行
い
、
国

土
交
通
省
の
補
助
金
に
よ

　

国
交
付
金
の
内
示
を

受
け
て
、
史
跡
の
保
存

と
公
園
整
備
の
事
業
費

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

▲表彰状の伝達を受ける議員

▲受彰者を代表してあいさつする斎藤武弘議員

　

６
月
定
例
会
開
会
日
に
、
全
国

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け

た
次
の
議
員
に
対
し
て
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

【
正
副
議
長
４
年
以
上
在
職
】

　
　
　

斎
藤　

武
弘　

議
員

　

【
議
員
１０
年
以
上
在
職
】

　
　
　

田
中　

英
子　

議
員

　
　
　

佐
藤　

秀
明　

議
員

　
　
　

高
橋　

公
夫　

議
員

　
　
　

阿
曽　
　

隆　

議
員

　
　
　

渋
江　

朋
博　

議
員

　
　
　

浅
野　

弥
史　

議
員

表

彰

状

の

伝

達
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※　８市町…山形市、寒河江市、上山市、村山市、山辺町、中山町、河北町、大石田町。

常任委員会

総 務

産業文教

厚 生

環境建設

委員会を開催しました
（５月臨時会 産業文教委員会）

（６月定例会 各常任委員会）

　
　
　

８※

市
町
が
参
加
す
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に

試
算
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
約

化
な
ど
で
米
飯
の
加
工
費
が
下
が

る
一
方
、
施
設
建
設
費
な
ど
が
上

乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
米
飯
価
格
は

大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
異
物
混

入
な
ど
の
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

教

育

（
５
月
臨
時
会
）

山
形
広
域
炊
飯
施
設
建
設
建
築

工
事
な
ど
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

広
域
炊
飯
施
設
建
設
室
長

　
　
　

契
約
締
結
後
に
敷
地
内
に

石
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
請
負
業
者

が
費
用
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設

工
事
着
手
後
に
、
想
定
外
の
大
き

さ
の
石
が
地
中
に
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
が
、
契
約
上
予
期
せ
ぬ
事

態
で
あ
る
た
め
、
本
市
が
工
事
費

を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
月
定
例
会
）

山
形
広
域
炊
飯
施
設
建
設
建
築

工
事
請
負
契
約
を
変
更

委
員

広
域
炊
飯
施
設
建
設
室
長

こ

ど

も

　
　
　

令
和
４
年
３
月
の
竣
工
後
、

す
ぐ
に
開
設
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
４
月

か
ら
外
構
工
事
と
入
居
テ
ナ
ン
ト

に
よ
る
室
内
工
事
な
ど
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
供
用
開
始
は
４

年
９
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

駐
車
場
の
確
保
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敷
地
内
の

駐
車
場
確
保
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

運
営
事
業
者
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
周
辺
民
間
駐
車
場
の
所
有
者

へ
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
　

排
水
ポ
ン
プ
車
を
複
数
台

文　

化
・

ス
ポ
ー
ツ

（
６
月
定
例
会
）

仮
称
Ｑ
１
や
ま
が
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

改
修
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

文
化
施
設
整
備
室
長

委
員

文
化
施
設
整
備
室
長

ま
ち
づ
く
り

（
６
月
定
例
会
）

排
水
ポ
ン
プ
車
を
購
入

委
員

保
有
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

４
台
配
備
で
き

て
い
れ
ば
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
の
床
上
浸
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
お
り
、
令
和
３
年

度
に
実
施
す
る
須
川
沿え
ん

川せ
ん

の
内な
い

水す
い

氾
濫
解
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

排
水
ポ
ン
プ
車
の
保
管
場

所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
移
動
時
間

を
１０
分
以
内
と
し
て
い
る
が
、
想

定
範
囲
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

嶋
地
区
北
側
の

調
整
池
敷
地
内
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

の
須
川
沿え
ん

川せ
ん

、
大
郷
地
区
、
穂
積

ア
ン
ダ
ー
、
山
形
駅
南
ア
ン
ダ
ー

ま
で
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

一
番
古
く
な
っ
た
車
両
を

更
新
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
備
中
の

車
両
に
は
、
さ
ら
に
古
い
車
両
も

あ
る
が
、
老
朽
度
合
い
な
ど
を
勘

案
し
、
小
荷
駄
町
出
張
所
の
車
両

を
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

河
川
整
備
課
長

委
員

河
川
整
備
課
長

消

防

（
６
月
定
例
会
）

高
規
格
救
急
自
動
車
を
購
入

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

　
　
　

母
子
生
活
支
援
施

設
長
の
資
格
要
件
が
厳
し

く
な
っ
た
背
景
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

昨
今

の
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り

巻
く
貧
困
、
児
童
虐
待
と

い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、

専
門
的
業
務
の
経
験
が
必

要
に
な
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

（
６
月
定
例
会
）

児
童
福
祉
施
設
な
ど

の
運
営
基
準
を
改
定

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

▲炊飯施設の完成イメージ図
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　６月定例会で審議された請願は、新たに提出された１件です。

陳情は、新たに提出された１件を所管する委員会に配付しまし

た。各委員会での審査結果は以下の通りです。

請願・陳情

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管
委員会

結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　

願

第
４
号

新　

規

新型コロナ禍による米の需
給改善と米価下落の対策を
求めることについて 遠藤　吉久

阿曽　　隆
産業文教 継続審査

山形地方農民連
会長　吉田吉弘

陳　
　
　

情

第
２
号

新　

規

辺野古基地建設のために沖
縄戦犠牲者遺骨の残る沖縄
本島南部からの土砂採取を
中止するよう国および国会
への意見書の採択を求める
ことについて

総　　務 配付のみ

漆山ひとみ

ウェブサイト で 検索山形市議会　政務活動費

　政務活動費とは、議員が市政の課題や市民の意
思を把握し、それらを市政に反映させるために行
う調査研究活動に要する経費に対し、山形市議会
政務活動費の交付に関する条例に基づき交付する
ものです。
　本市議会では、平成２７年度分以降の政務活動費
収支報告書を市議会ウェブサイト内で公開してい
ます。
　また、令和元年度分からは、収支報告書に加え、
領収書などの写しも個人情報などを除
いて公開しております。
　詳しくは山形市議会ホームページを
ご覧ください。

　ウェブサイトをご覧になれない場合は、議会事務

局内での閲覧も可能です。閲覧をご希望の方は、議会

事務局までご連絡ください。☎０２３（６４２）８４０４

政務活動費収支報告書や政務活動費収支報告書や
領収書などを公開しています領収書などを公開しています

　

令
和
２
年
１２
月
定
例
会
に
て
可

決
、
改
正
さ
れ
た
山
形
市
副
市
長

定
数
条
例
に
基
づ
く
２
人
目
の
副

市
長
に
、
井い
の

上う
え

貴た
か

至し

氏
（
総
務
省

大
臣
官
房
秘
書
課
課
長
補
佐
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
副
市
長

は
、
令
和
元
年
１１
月
に
就
任
し
た

髙た
か

倉く
ら

正ま
さ

則の
り

氏
と
井
上
貴
至
氏
の
２

人
体
制
と
な
り
ま
す
。

人
事
案
件

井
上
氏
の
副
市
長
選
任
に

同
意

▲２人目の副市長に選任された井上貴至氏

　新型コロナウイルス感染症の影響により、例年から内容

を一部変更して開催する「山形花笠まつり」を応援するため、花

笠などで本会議場を飾り付け、議員と市執行部職員が法
はっ

被
ぴ

を着用

する花笠議会（７月臨時会）を７月２１

日（水）に行い、「山形花笠まつり」の

成功、そして、再び多くの方々と共に

花笠まつりを楽しめる日が来ることを

祈念しました。

※‌‌第５９回山形花笠まつりは令和３年８月

５日（木）と６日（金）に山形市総合ス

ポーツセンター内「きらやかスタジア

ム」にて観客数を制限のうえで、８月

７日（土）は中心市街地内で、１５分程度

の演舞を３回ほど実施予定です。

市議会を代表して、議事の整理

や市議会の事務を統括し、議場

の秩序を保つ仕事で、本会議の

進行役となったり、市議会に関

する事務を指揮監督したりして

いるよ。また、国へ提出する意

見書など、対外的な文書は議長

名で作られているんだ。なお、

山形市議会では申し合わせによ

り、任期を２年としているよ。

A

議長のお仕事って

何をするんだベニ？Q

新型コロナウイルス感染症収束を願って

花笠議会を開催しました
議会あれこれ

教えて！！教えて！！

はながたベニちゃんの
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６７号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は５ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第６８号 緊急搬送車の購入について 同意
（全会一致）

議第６９号 高規格救急自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第７０号 排水ポンプ車の購入について 同意
（全会一致）

議第７１号 工事請負契約の締結について（仮称Ｑ１やまが
たクリエイティブシティセンター改修建築工事）

同意
（全会一致）

議第７２号
工事請負契約の締結について（仮称Ｑ１やまが
たクリエイティブシティセンター改修電気設備
工事）

同意
（全会一致）

議第７３号
工事請負契約の締結について（仮称Ｑ１やまが
たクリエイティブシティセンター改修機械設備
工事）

同意
（全会一致）

議第７４号
山形市市税条例等の一部改正について
　地方税法等の改正に伴い、住宅ローン控除の
特例措置の延長など、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第７５号

山形市職員の服務の宣誓に関する条例の一部 
改正について
　新たに職員となった者が行う服務の宣誓に‌
係る書類への署名・押印を廃止するとともに、
規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第７６号

山形市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
改正について
　新型コロナウイルス感染症を指定感染症とし
て定める等の政令の廃止に伴い、規定の整備を
するものです。

可決
（全会一致）

議第７７号

山形市固定資産評価審査委員会条例の一部改正に
ついて
　審査申出人が提出する審査申出書などへの押
印を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第７８号

山形市印鑑条例の一部改正について
　印鑑登録の廃止の届出に係る押印を廃止する
とともに、登録が可能な印鑑の要件の見直しを
するものです。

可決
（全会一致）

議第７９号
～

議第８２号

山形市障がい福祉サービス事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について、
山形市指定障がい福祉サービスの事業等の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例の一
部改正について、山形市障がい者支援施設の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について、山形市指定障がい者支援施設の人
員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を‌
するものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６４号 工事請負契約の締結について
（山形広域炊飯施設建設機械設備工事）

同意
（全会一致）

議第６５号 工事請負契約の締結について
（山形広域炊飯施設建設炊飯設備工事）

同意
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６２号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は４ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第６３号 工事請負契約の締結について
（山形広域炊飯施設建設建築工事）

同意
（全会一致）

議決議案一覧（５月臨時会）※５月７日開催

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６１号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は４ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

報第１号 専決処分の承認について（令和２年度山形市一般会計補正予算）
　感染症拡大防止協力金・支援金の支給にあたり、債務負担行為の設定をするものです。

承認
（全会一致）

議決議案一覧（４月臨時会）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６６号 山形市監査委員の選任について
　内容は３ページの「議会選出各種委員など」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議決議案一覧（５月臨時会）※５月２０日開催

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第８３号
～

議第８５号

山形市地域活動支援センターの設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について、
山形市福祉ホームの設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について、山形市指定
通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関す
る基準等を定める条例等の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を‌
するものです。

可決
（全会一致）

議第８６号
議第８７号

山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に 
関する基準を定める条例の一部改正について
山形市児童福祉施設の設備及び運営に関する 
基準を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正を‌
するものです。

可決
（全会一致）

議第８８号
山形市国民健康保険条例の一部改正について
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正
に伴い、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第８９号

山形市保健衛生関係手数料条例の一部改正に 
ついて
　山形県魚介類行商取締条例の廃止に伴い、‌
規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第９０号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は５ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第９１号

「工事請負契約の締結について」の一部変更に
ついて（山形広域炊飯施設建設建築工事）
　山形広域炊飯施設建設建築工事の請負金額を
変更するものです。

同意
（全会一致）

議第９２号

山形市特別職の職員に対する退職手当支給条例の
一部改正について
　国家公務員などから引き続き特別職の職員と
なった者の退職手当の特例を規定するものです。

可決
（全会一致）

議第９３号 山形市副市長の選任について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第２号

専決処分の承認について（令和２年度山形市 
一般会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置を‌
したものです。

承認
（全会一致）

報第３号

専決処分の承認について（令和２年度山形市 
駐車場事業会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置を‌
したものです。

承認
（全会一致）

報第４号

専決処分の承認について（令和２年度山形市 
農業集落排水事業会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置を‌
したものです。

承認
（全会一致）

報第５号

専決処分の承認について（山形市市税条例等の
一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、‌
所要の改正をするものです。

承認
（全会一致）

議決議案一覧（６月定例会）

9

令和3年8月1日／217号令和3年8月1日／217号

やまがた市議会報やまがた市議会報



※１　きこえの相談…聞こえのことに困っている方や、その家族を対象とした相談のこと。東京都足立区が実施している。
※２　ヤングケアラー…本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども。
※３　色彩選別機…玄米を袋詰めする際に、異物や着色された穀粒などを選別・除去するための機械。
※４　ネオニコチノイド系農薬…ニコチンに似た成分（ニコチノイド）をベースとする、世界で広く使われている殺虫剤。

　
　

加
齢
性
難
聴
者
を
対
象
と
し

た
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
創
設

し
、
「
き※
１

こ
え
の
相
談
」
を
開
く

な
ど
補
聴
器
の
普
及
啓
発
に
取
り

Q

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。
ま

た
、
補
聴
器
の
普
及
啓
発
へ
の
取

り
組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

A

　
　

住
民
健
診
の
項
目
に
聴
力
検

査
を
追
加
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も

元
気
に
活
躍
で
き
る
基
盤
づ
く
り

の
一
助
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

加
齢
性
難
聴
の
早
期
発
見
に

向
け
た
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

を
行
い
、
他
市
の
取
り
組
み
な
ど

を
参
考
に
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

ヤ※
２

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
と

課
題
解
決
に
向
け
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

幅
広
い
相
談
を
受
け
付
け
る

福
祉
ま
る
ご
と
相
談
を
実
施
し
て

お
り
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
中

で
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

第
６
次
農
業
振
興
基
本
計
画

の
見
直
し
で
は
、
小
規
模
経
営
体

支
援
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に

向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
　

小
規
模
農
家
へ
の
農
業
用
機

械
導
入
支
援
な
ど
を
行
い
、
中
山

間
地
域
農
業
に
も
独
自
の
補
助
を

新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
持
続
可

能
な
農
業
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　

斑
点
米
混
入
を
防
ぐ
た
め
の

色※３
彩
選
別
機
購
入
に
補
助
制
度
を

創
設
し
、
ネ※
４

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

QAQ

AQ

AQ

●一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

高
齢
者
の
難
聴
に

補
聴
器
購
入
助
成
を

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
緑

政

会
）

石い
し

澤ざ
わ　

秀ひ
で

夫お

安
全
・
安
心
な
防
災
都
市
山
形
を
目
指
し
て
、
環

境
に
優
し
い
街
づ
く
り
、
健
康
寿
命
延
伸
都
市
を

目
指
し
て　

ほ
か

※‌‌

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

鈴す
ず

木き　
　

進
す
す
む

（
新

翔

会
）

山
形
広
域
炊
飯
施
設
建
設
事
業
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

松ま
つ

井い　
　

愛あ
い

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の

支
援
、
多
様
な
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
学
校
内

の
居
場
所
づ
く
り
、
生
理
の
貧
困　

ほ
か

小お

田だ　

賢け
ん

嗣じ

（
令

政

会
）

小
中
学
校
等
の
各
種
大
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
観

戦
へ
の
支
援
、
地
域
交
通
対
策
と
し
て
の
移
動‌

ス
ー
パ
ー
に
よ
る
買
い
物
支
援　

ほ
か

（
新

翔

会
）

佐さ

藤と
う　

清き
よ

徳の
り

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
観
光

振
興
、
産
業
振
興

（
緑

政

会
）

斎さ
い

藤と
う　

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

山
形
市
地
域
公
共
交
通
計
画
、
山
形
城
本
丸
御
殿

の
立
体
画
像
等
、
山
形
駅
東
口
エ
リ
ア
の
対
応
、

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場　

ほ
か

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
高
齢
者
の
聞
こ
え
の
支
援
、

農
業
振
興
、
市
の
障
が
い
者
雇
用

井い
の

上う
え　

和か
ず

行ゆ
き

（
新

翔

会
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
救
急
搬
送
、
保
健
所
が
所
管

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
移
送
業
務
、

除
雪
、
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト　

ほ
か

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
関
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
６
月

２２
日
と
２３
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し 

議
員
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第
九
地
区
で
は
、
新
た
な
公

的
施
設
設
置
が
最
重
要
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
設
置
を
切
望
し
て

い
る
が
、
今
後
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

第
九
地
区
へ
の
公
的
施
設
設

置
は
、
生
涯
学
習
の
場
に
限
ら
ず

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
や
防
災

機
能
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を

備
え
た
施
設
が
必
要
か
、
勉
強
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

　
　

北
山
形
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連

携
し
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
る

が
、
事
業
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
度
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
工
事
に
向
け
、
支
障
と
な
る

QAQA

農
薬
に
頼
ら
な
い
安
心
安
全
な
市

産
米
生
産
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

農
薬
は
国
の
基
準
を
遵
守
し

て
散
布
し
て
い
る
。
色
彩
選
別
機

購
入
へ
の
補
助
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
代
わ
り
に
カ※
１

ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　

自
然
災
害
や
凍
霜
害
に
あ
っ

た
果
樹
農
家
の
状
況
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
収
入
激

減
の
農
家
へ
市
独
自
に
営
農
持
続

化
給
付
金
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

降
霜
に
よ
る
被
害
は
深
刻
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
県
や
Ｊ

Ａ
と
協
調
し
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
市
独
自
の
支
援
も
検

討
し
、
申
請
手
続
き
の
簡
略
化
に

努
め
て
い
く
。

　
　

収
入
保
険
は
掛
け
捨
て
の
た

め
負
担
感
が
大
き
く
、
青
色
申
告

者
の
み
が
対
象
な
ど
、
農
家
全
体

を
対
象
と
し
た
仕
組
み
に
な
っ
て

い
な
い
。
加
入
を
進
め
る
た
め
の

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

農
家
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が

い
い
仕
組
み
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
ど
の
部
分
が
加
入
の

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
の
か
調
査

す
る
と
と
も
に
、
支
援
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
く
。

　
　

障
が
い
者
の
市
職
員
へ
の
雇

用
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
方

公
共
団
体
の
法
定
雇
用
率
で
あ
る

２
・
６
％
よ
り
高
い
目
標
を
定
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

障
が
い
の
区
分
を
撤
廃
し
受

験
者
を
募
っ
て
お
り
、
令
和
２
年

度
は
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
た
。

当
面
は
年
度
ご
と
の
法
定
雇
用
率

の
達
成
を
目
標
と
し
、
さ
ら
に
上

回
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

AQ

AQ

A

QA

施
設
の
改
修
や
東
口
駅
舎
内
へ
の

多
機
能
ト
イ
レ
整
備
な
ど
を
行
い
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
は
４
年
度
に

実
施
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

個
別
避
難
計
画
の
推
進
は
、

災
害
時
で
の
要
支
援
者
の
安
全
安

心
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
絆
を
再

確
認
し
、
地
域
全
体
の
安
全
安
心

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
有
益
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

近
隣
住
民
が
要
支
援
者
の
避

難
行
動
を
支
援
す
る
こ
と
は
、「
共

助
」
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
、
地

域
防
災
力
の
向
上
や
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
の
た
め
に
も
、
大
事

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

国
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
は
じ

め
、
本
市
内
の
優
良
事
例
な
ど
も

参
考
に
し
、
個
別
計
画
作
成
の
促

進
に
努
め
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、

行
方
不
明
を
防
ぐ
用
品
を
家
族
が

使
用
す
る
際
の
支
援
を
検
討
し
、

活
用
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
人
情
報
が
わ
か
る
二※
２

次
元

コ
ー
ド
シ
ー
ル
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

の
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
を
山
形

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
盛
り

込
ん
だ
。
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
、
二
次
元

コ
ー
ド
シ
ー
ル
な
ど
の
利
用
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

市
民
の
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト

や
市
役
所
で
の
手
続
き
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
ご
遺
族
サ
ポ
ー

ト
窓
口
を
設
置
し
、
原
則
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
連
動
し
な
が

ら
、
コ※
３

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
な

機
能
も
含
め
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
設

置
に
向
け
て
、
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

　
　

今
後
の
本
市
Ｌ※
４

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
利
活
用
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
通
報
機

能
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

こ
う
し
た
機
能
も
活
用
し
、
市
民

が
求
め
る
情
報
を
的
確
に
捉
え
、

効
果
的
な
情
報
発
信
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス

タ
ジ
ア
ム
誘
致
に
向
け
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

モ
ン
テ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え

方
を
基
本
に
、
株
式
会
社
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
と
話
し
合
い
を
進
め
て
い

き
た
い
。
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
市

民
の
郷
土
へ
の
愛
着
促
進
な
ど
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQ

AQA

QAQA

第
九
地
区
に

新
た
な
公
的
施
設
の
設
置
を

▲新たなコミュニティ機能の整備を！

▲加齢性難聴に早めの補聴器装着を

鈴す
ず

木き　
　

進
す
す
む 

議
員

※１　カントリーエレベーター…穀物の乾燥、貯蔵、調製、出荷までを一貫して行う共同利用施設のこと。
※２　二次元コード…‌‌バーコードのような横の向きの一方向だけに情報を持つ一次元コードに対して、縦と横の二方向に情報を持つコード。より多くの情報を小

さな面積で扱うことができる。
※３　コンシェルジュ…利用者に対して必要な案内を行う業務を担当する人。
※４　ＬＩＮＥ…ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）の一種。本市の公式アカウントも開設されている。
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医
療
機
関
の
受
入
体
制
強
化

や
、
医
療
機
関
・
保
健
所
・
消
防

の
連
携
強
化
を
図
り
、
患
者
を
速

や
か
に
医
療
機
関
へ
搬
送
で
き
る

Q

体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

受
入
要
請
回
数
が
４
回
以
上

と
な
っ
た
事
案
は
、
令
和
２
年
が

６
４
６
件
、
３
年
は
５
月
時
点
で

４
３
３
件
と
な
っ
て
い
る
。
消
防

A
　
　

視
覚
障
が
い
者
の
移
動
支
援

の
た
め
、
市
有
施
設
で
の
ナ※
１

ビ
レ

ン
ス
の
活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
有
施
設
で
は
職
員
が
移
動

を
支
援
し
て
い
る
が
、
す
で
に
導

入
し
て
い
る
団
体
の
取
り
組
み
状

況
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

中
途
視
覚
障
が
い
者
が
専
門

的
知
識
に
よ
る
歩
行
訓
練
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
県
外

か
ら
人
材
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
、
歩
行
訓
練

士
育
成
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

白は
く

杖じ
ょ
うを
使
用
し
て
歩
行
す
る

た
め
の
指
導
は
、
県
内
で
は
歩
行

訓
練
士
以
外
の
方
が
行
っ
て
い
る

た
め
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
対

QAQA

庁
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
速
や
か
な
搬
送
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

　
　

保
健
師
な
ど
の
資
格
を
有
す

る
職
員
の
増
員
や
、
市
独
自
で
の

移
送
車
両
調
達
な
ど
に
よ
り
、
保

健
所
の
体
制
強
化
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
や
業
務

量
を
勘
案
し
、
全
庁
的
な
要
員
配

置
の
バ
ラ
ン
ス
も
配
慮
し
な
が
ら
、

保
健
師
な
ど
の
適
切
な
配
置
に
努

め
て
い
く
。
な
お
、
移
送
車
の
配

備
は
、
今
後
の
感
染
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

除
排
雪
に
関
す
る
電
話
で
の

要
望
・
意
見
の
録
音
や
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

令
和
２
年
度
は
、
電
話
で
の

要
望
や
問
い
合
わ
せ
が
１
０
０
０

件
以
上
あ
っ
た
。
電
話
対
応
の
録

音
は
、
他
市
の
状
況
を
調
査
し
な

が
ら
導
入
の
検
討
を
進
め
、
電
話

受
付
体
制
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

農
産
物
の
販
売
促
進
に
つ
な

げ
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
映
像
な
ど
を
作

成
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
元

野
菜
の
お
い
し
さ
や
新
規
就
農
者

QA

Q

AQ

し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

ビ
デ
オ
通
話
を
利
用
し
た
遠

隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
令
和
３

年
度
に
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

予
定
し
て
い
た
ビ
デ
オ
通
話

サ
ー
ビ
ス
で
個
人
情
報
管
理
に
関

す
る
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
現
在

検
討
中
で
あ
る
が
、
早
期
提
供
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

制
服
の
ジ※
２

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

化
が
進
ん
で
お
り
、
本
市
で
も
ス

ラ
ッ
ク
ス
を
選
べ
る
中
学
校
が
増

え
て
い
る
が
、
知
ら
な
い
生
徒
や

保
護
者
が
多
い
。
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

中
学
校
１３
校
で
選
択
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
残
り
２
校
も
４
年

度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
。
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
が
、
よ

り
丁
寧
な
周
知
を
行
う
。

　
　

本
市
で
も
パ※
３

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
ぜ
ひ
導
入
し
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。
ま
た
、
戸
籍
上
の
性
別

や
Ｓ※
４

Ｏソ

ジ

ー

Ｇ
Ｉ
Ｅ
を
問
わ
ず
届
け
出

が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

第
４
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
中
で
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
先
進
自
治
体
の
制
度

内
容
や
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、

今
後
の
検
討
に
活
用
し
て
い
く
。

　
　

学
校
内
に
地
域
の
方
々
か
ら

子
ど
も
の
見
守
り
を
し
て
も
ら
う

居
場
所
を
つ
く
り
、
不
登
校
の
子

ど
も
や
保
護
者
が
立
ち
寄
れ
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

居
場
所
の
確
保
は
非
常
に
大

切
で
あ
る
た
め
、
４
年
度
か
ら
全

学
校
に
設
置
さ
れ
る
コ※
５

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
事
業
と
し
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
理
用
品
の
費

用
捻
出
に
苦
慮
す
る
女
性
の
た
め
、

市
有
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

生
活
困
窮
者
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
は
、
生
理
用
品
を
含

め
た
生
活
用
品
を
配
布
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
な

る
支
援
は
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
も
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

大
郷
・
明
治
地
区
で
生
活
の

足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ス
マ

イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
を
、
冬
期
間
の

中
学
生
の
通
学
手
段
と
し
て
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

運
行
が
月
・
水
・
金
曜
日
の

み
で
、
事
前
予
約
も
必
要
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
効
果
的
な
解
決
方

策
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

誰
も
孤
立
さ
せ
な
い

包
摂
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

救
急
医
療
体
制
の

さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
し
て

井い
の

上う
え　

和か
ず

行ゆ
き 

議
員

松ま
つ

井い　
　

愛あ
い 

議
員

※１　ナビレンス…スペインで開発された、スマートフォンのカメラを用いる視覚障がい者向けのナビゲーションアプリ。
※２　ジェンダーフリー…性による社会的・文化的差別をなくすこと。
※３　パートナーシップ制度…性的マイノリティの方などが、お互いを人生のパートナーとして相互に協力し合う関係を自治体が証明するなどの制度。
※４　ＳＯＧＩＥ…性的指向（Sexual‌Orientation）、性自認（Gender‌Identity）、ジェンダー表現（Gender‌Expression）を組み合わせた用語。
※５　コミュニティスクール…学校運営協議会を置く地域運営学校。学校と地域住民などが力を合わせて学校の運営に取り組む。

▲

  

ス
ラ
ッ
ク
ス
も
選
択
で
き
る
県
内

中
学
校
の
制
服
例
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令
和
３
年
の
中
学
校
総
合
体

育
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者
が

観
戦
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
映
像
の
ラ

イ
ブ
配
信
に
よ
る
視
聴
を
可
能
と

す
る
た
め
、
小
・
中
学
校
体
育
館

や
市
有
体
育
施
設
へ
光
回
線
を
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
有
体
育
館
は
避
難
所
の
防

災
機
能
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、
Ｗ

ｉ

−

Ｆ
ｉ
整
備
の
検
討
を
予
定
し

て
お
り
、
高
画
質
な
動
画
を
送
受

信
で
き
る
環
境
の
整
備
も
検
討
し

て
い
く
。
な
お
、
小
・
中
学
校
の

体
育
館
は
児
童
・
生
徒
の
教
育
活

動
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
整
備
の
予
定
は
な
い
。

QA

の
活
躍
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

山
形
市
新
規
就
農
者
受
入
協
議
会

で
即
売
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
の
作
成
や
地

元
野
菜
の
販
売
促
進
に
つ
な
が
る

効
果
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
に
よ

る
農
畜
産
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
へ
の
出
展
も
、
山
形
市
新
規
就

農
者
受
入
協
議
会
に
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　

卒
業
式
な
ど
の
保
護
者
が
参

加
す
る
小
・
中
学
校
の
行
事
は
、

市
教
育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
で

実
施
し
、
他
校
と
の
差
が
出
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

２
年
度
の
卒
業
式
は
、
各
校

の
校
長
判
断
で
行
わ
れ
て
お
り
、

同
一
内
容
の
式
典
と
な
ら
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
各
学
校
の
主
体
性

や
自
主
性
も
尊
重
し
な
が
ら
、
校

長
会
と
相
談
し
て
進
め
て
い
く
。

　
　

令
和
３
年
開
催
の
成
人
祝
賀

式
へ
参
加
で
き
な
い
方
が
多
数
い

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
新
成
人

の
意
向
を
確
認
し
、
代
替
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

代
替
イ
ベ
ン
ト
や
次
学
年
と

の
合
同
開
催
な
ど
は
、
市
民
の
意

見
や
他
市
の
対
応
状
況
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

七
日
町
周
辺
に
も
学※
１

習
空
間

ｍ
ａ
ｎ
ａ

−

ｖ
ｉ
を
整
備
し
、
市

内
の
学
習
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

中
央
公
民
館
内
に
小
規
模
な

学
習
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
が
、
市
有

施
設
な
ど
の
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
必
要
性
を
調
査
検
討

し
て
い
く
。

A

QA

QA

QA

　
　

楯
山
地
区
で
実
施
し
て
い
る

移
動
ス
ー
パ
ー
に
よ
る
買
い
物
支

援
は
、
高
齢
者
な
ど
か
ら
大
変
好

評
を
得
て
い
る
。
他
地
区
へ
拡
大

し
、
買
い
物
難
民
の
早
期
解
消
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

効
果
的
な
取
り
組
み
を
広
げ

ら
れ
る
よ
う
、
各
地
区
の
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
近
隣
商
店
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　

ｅ※
２

ス
ポ
ー
ツ
は
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
が
、
健

全
な
ゲ
ー
ム
文
化
育
成
の
た
め
に

は
大
人
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
啓
発
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　

正
し
い
理
解
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
民
間
主
導
で
普
及

し
て
い
る
た
め
、
先
進
自
治
体
な

ど
を
参
考
に
行
政
の
関
わ
り
方
を

研
究
し
て
い
く
。

　
　

気
軽
に
動
画
制
作
な
ど
が
で

き
る
環
境
の
整
備
の
た
め
、
創
造

都
市
の
拠
点
と
な
る
山
形
ま
な
び

館
内
で
、
動
画
制
作
や
配
信
の
講

座
な
ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

映
像
文
化
の
発
展
や
地
域
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
、
若
い
世
代
の

活
躍
な
ど
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
機
材
や
撮
影
環
境
を
整
備
し
、

市
民
向
け
の
講
座
も
開
催
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
な
ど
を
防
止
す
る
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
維
持
管
理
は
、
地

元
の
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
に
て

行
う
予
定
だ
が
、
そ
の
費
用
へ
支

援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

設
置
に
必
要
な
資
材
を
支
給

す
る
こ
と
で
支
援
し
て
い
る
が
、

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
維
持

管
理
費
支
援
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　

３
年
４
月
に
開
始
し
た
市
税

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、
法

人
市
民
税
が
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
と
今
後
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

　
　

申
告
と
同
時
に
納
付
い
た
だ

く
税
で
あ
り
、
納
付
書
を
事
前
に

送
付
で
き
な
い
た
め
、
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
エ※
３

ル
タ
ッ

ク
ス
で
は
利
用
可
能
な
税
目
を
拡

大
す
る
方
針
で
あ
る
た
め
、
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

福
祉
部
門
へ
の
需
要
が
増
え

て
い
る
が
、
市
役
所
本
庁
舎
は
窓

口
の
数
が
不
足
し
て
い
る
。
窓
口

を
新
市
民
会
館
な
ど
の
本
庁
舎
外

へ
拡
充
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

新
市
民
会
館
整
備
時
に
限
ら

ず
、
市
民
の
方
が
利
用
し
や
す
い

窓
口
と
な
る
よ
う
に
、
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
も

政
治
の
光
を

▲好評を博している移動スーパー

▲移送などにアイソレーターを導入

小お

田だ　

賢け
ん

嗣じ 
議
員

※１　学習空間mana-vi（マナビー）…霞城セントラル２３階に設置されている、小学生以上を対象とした自主学習できる施設。
※２　ｅスポーツ…‌‌electronic‌sportsの略称。電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉で、コンピューターゲーム、ビデオゲーム‌

を使ったスポーツ競技のこと。
※３　エルタックス…地方税の申告や納税を、地方公共団体や金融機関の窓口に出向くことなく、インターネットを通じて行うことができるシステム。
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日
本
一
の
観
光
案
内
所
の
設

置
は
、
旧
ビ
ブ
レ
跡
地
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
駅
南
エ
リ
ア
で
検
討
さ
れ

て
い
る
再
開
発
事
業
で
行
っ
て
は

Q

ど
う
か
。

　
　

旧
ビ
ブ
レ
跡
地
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
案
内
所
機
能
の
仮
開

設
の
検
討
な
ど
、
早
期
設
置
に
向

け
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

A
　
　

移
転
を
検
討
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
山
形
放
送
局
を
核
と
し
た
山
形

駅
前
の
再
開
発
を
進
め
、
に
ぎ
わ

い
創
出
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

再
開
発
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
エ
リ
ア
と
認
識
し
て
い
る

た
め
、
地
権
者
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
開
発
の
範
囲
や
手
法
な

ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

山
形
駅
東
西
自
由
通
路
を
山

形
市
産
材
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
空
間

と
し
て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
市
内
店
舗
に
よ
る
臨
時
出
店

や
名
産
品
の
販
売
が
行
え
る
よ
う

に
規
制
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
度
の
工
事
に
向
け

QAQA

　
　

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
教
室
を
行
う
小
学
校
で
は
、

ト
イ
レ
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。

環
境
整
備
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

地
元
と
連
携
し
な
が
ら
、
利

用
実
態
を
調
査
し
、
ス
キ
ー
場
全

体
の
将
来
像
を
計
画
す
る
中
で
、

整
備
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
駅
と
蔵
王
駅
の
中
間
に

設
置
す
る
新
駅
完
成
ま
で
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　

具
体
的
な
時
期
な
ど
は
確
定

し
て
い
な
い
が
、
将
来
の
利
用
者

見
込
み
数
や
コ
ス
ト
算
定
、
整
備

目
的
の
整
理
、
費
用
対
効
果
の
検

討
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
少
し
で

も
早
い
整
備
実
現
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　

各
学
校
で
環
境
問
題
を
学
ぶ

時
間
を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い

う
Ｓ※
３

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
深
く
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　

第
４
次
山
形
市
環
境
基
本
計

画
を
理
解
す
る
機
会
を
設
け
て
い

く
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
各
学
校

で
教
材
化
し
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
教

職
員
研
修
な
ど
を
通
し
て
周
知
し

て
い
く
。

QAQ

AQ

A

て
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
が
、

既
に
木
質
化
が
図
ら
れ
て
い
る
周

辺
施
設
と
の
調
和
を
図
り
、
安
ら

ぎ
を
与
え
る
歩
行
空
間
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
さ
ら

な
る
自
由
通
路
の
有
効
活
用
に
向

け
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　
　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
基
本
計
画

の
策
定
に
市
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
体
制
と
し
て
、
「
推

進
協
議
会
」
な
ど
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

効
率
的
な
推
進
に
は
協
議
会

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
基
本
計
画

策
定
の
中
で
枠
組
み
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　

ス※
１

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
加
え
、

ス※２
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
が
あ
る
が
、

本
市
が
公
募
に
参
加
し
て
い
な
い

の
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
か
。

今
後
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推

進
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お

り
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
可
能
性

も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
に
は
高
い
専
門
性
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
、
今
後
の
人
材
活
用
の
計
画
は

ど
う
か
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
業
務
な
ど
、
主
に
委
託
の
形

で
民
間
事
業
者
の
高
い
専
門
性
を

活
用
し
て
き
た
が
、
人
材
の
公
募

や
登
用
な
ど
は
、
先
進
自
治
体
の

状
況
を
確
認
し
研
究
し
て
い
く
。

　
　

新
市
民
会
館
が
一
歩
先
に
進

ん
だ
施
設
と
な
る
た
め
の
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ

れ
る
施
設
に
す
る
た
め
の
具
体
的

な
活
用
方
法
は
ど
う
か
。

　
　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
へ
大

型
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
本

市
の
文
化
芸
術
や
観
光
な
ど
の
情

報
発
信
を
行
う
。
ま
た
、
カ
フ
ェ

や
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
休
息
と
交
流

の
場
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
催

し
が
な
い
と
き
も
市
民
や
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
魅
力
的
な
施
設
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　

（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
へ
企
業
を
誘
致
す
る
際

は
、
健
康
医
療
先
進
都
市
の
理
念

を
取
り
入
れ
、
誘
致
の
目
玉
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
民
間
診
療
所

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

誘
致
す
る
業
種
は
健
康
医
療

先
進
都
市
の
確
立
の
視
点
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
運
動
施

設
や
診
療
所
の
立
地
は
想
定
し
て

い
な
い
が
、
団
地
内
の
公
園
緑
地

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
健
康

器
具
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

QAQ

AQAQ

AQA

山
形
駅
前
再
開
発
で

に
ぎ
わ
い
創
出
を
！

日
本
一
の
観
光
案
内
所
の

早
期
実
現
を

▲まちの顔となる駅前の活性化を

斎さ
い

藤と
う　

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち 

議
員

佐さ

藤と
う　

清き
よ

徳の
り 

議
員

※１　スマートシティ…ＩＣＴを活用して生活の質の向上や、経済循環の促進、社会課題の解決を図る取り組み。
※２　スーパーシティ構想…‌‌２０３０年頃に実現される未来社会を先行実現するために、行政手続、移動、医療、教育など幅広い分野で先端技術の活用とデータの連

携・共有を図り、先端的サービス実現のための規制改革を一体的に推進するもの。
※３　ＳＤＧｓ…‌‌持続可能な開発目標（Sustainable‌Development‌Goals）の略称。地球環境と人々の暮らしを持続的なものとするため、すべての国連加盟国

が２０３０年までに取り組む１７分野の目標。
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東
消
防
署
は
老
朽
化
が
進
み
、

敷
地
面
積
も
狭
い
。
移
転
・
新
築

し
、
近
代
的
な
消
防
署
と
す
る
こ

と
で
市
民
の
安
心
・
安
全
に
寄
与

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

敷
地
面
積
は
狭
い
が
、
中
心

市
街
地
に
近
く
、
市
中
心
部
か
ら

の
出
動
要
請
に
対
応
し
や
す
い
こ

と
や
、
国
道
１３
号
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
良
く
市
周
辺
部
へ
の
迅
速
な
出

動
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
最
適
地

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

移
転
・
新
築
が
消
防
力
の
向
上
と

な
る
よ
う
に
優
先
順
位
を
付
け
、

整
備
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
の
歴
史
な
ど
に
触
れ
る

QAQ

　
　

単
位
制
を
導
入
す
る
山
形
市

立
商
業
高
等
学
校
の
選
択
教
科
・

科
目
の
割
合
は
ど
う
か
。
ま
た
、

単
位
制
導
入
に
伴
い
教
員
の
増
員

が
必
要
と
な
る
の
か
。

　
　

１
年
次
は
必
修
科
目
の
み
で
、

２
・
３
年
次
で
選
択
科
目
を
増
や

し
、
多
様
な
進
路
希
望
や
興
味
・

関
心
に
応
じ
た
学
び
を
可
能
に
す

る
。
教
員
数
は
段
階
的
に
増
や
し
、

生
徒
全
員
が
新
し
い
教
育
課
程
と

な
る
令
和
６
年
度
に
は
、
現
在
よ

り
９
人
増
員
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

単
位
制
導
入
に
伴
う
新
校
舎

の
施
設
面
の
充
実
は
ど
の
よ
う
に

図
ら
れ
る
の
か
。

　
　

県
内
お
よ
び
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
最
先
端
の
教
育
環
境
を
備

え
た
学
校
に
な
る
。
地
域
、
社
会
、

時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
学
校

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

Ｃ
Ｇ
に
よ
る
山
形
城
本
丸
御

殿
の
画
像
を
、
本
物
と
誤
解
し
な

い
た
め
の
情
報
発
信
を
行
い
な
が

ら
、
Ｃ
Ｇ
の
精
度
を
上
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

山
形
城
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
Ｃ
Ｇ
を
公
開
し
、
情
報
発
信
し

て
い
る
が
、
復
原
整
備
実
現
に
向

け
た
史
資
料
の
提
供
も
呼
び
掛
け

て
お
り
、
十
分
な
史
資
料
が
揃
え

ば
Ｃ
Ｇ
の
修
正
を
行
う
。

　
　

Ｐ※
１

Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
で
、
建

具
・
家
具
に
対
す
る
分
離
発
注
が

少
な
く
な
り
、
事
業
者
へ
大
き
な

影
響
が
出
て
い
る
。
事
業
の
検
証

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

道
の
駅
（
仮
称
）
蔵
王
の
事

業
者
公
募
で
は
、
要
求
水
準
書
に

設
計
業
務
の
段
階
か
ら
地
元
企
業

と
の
対
話
を
図
る
こ
と
な
ど
の
条

件
を
追
加
し
た
が
、
引
き
続
き
検

証
を
行
い
改
善
に
努
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
増
や
し
、 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
街
と
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
月
に
一
度
、
市
民
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
日
」
を
設
け
、
市
の
事

業
と
し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
２
年
度
よ
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
お
よ
び
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
計
画
の
検
討
を

進
め
、
３
年
度
中
の
策
定
を
予
定

し
て
い
る
。
各
地
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
日
を
は
じ
め
、
健
康
づ

く
り
運
動
普
及
推
進
協
議
会
な
ど

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　

宮
城
県
内
な
ど
の
施
設
を
参

考
に
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
食
事
処

な
ど
を
備
え
た
、
ホ
ー
ル
数
が
多

い
本
格
的
な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
４
カ
所
あ
る
が
、
空
き
が
な
い

状
況
で
あ
る
。
新
た
な
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
整
備
の
予
定
は
な
い
が
、

隣
県
に
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

情
報
収
集
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　

移
住
定
住
促
進
の
た
め
、
若

者
の
働
く
場
が
必
要
で
あ
る
。
西

部
工
業
団
地
を
拡
充
し
、
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
や
農
地
法
の
規
制
な
ど

か
ら
、
西
部
工
業
団
地
拡
張
は
難

し
い
。
企
業
立
地
促
進
に
は
、
農

村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
産

業
導
入
地
区
の
設
定
が
有
効
な
手

法
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
同
法
の

適
用
条
件
で
あ
る
人
口
要
件
の
緩

和
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

市
の
審
議
会
な
ど
の
女
性
委

員
比
率
は
、
２
年
度
の
目
標
値
を

達
成
で
き
た
の
か
。
達
成
で
き
な

い
場
合
、
目
標
達
成
に
向
け
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

２
年
度
末
時
点
で
３０
％
で
あ

り
、
目
標
の
４０
％
を
達
成
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
３
年
度
中
に
具

体
的
取
り
組
み
を
検
討
し
、
次
期

プ
ラ
ン
に
盛
り
込
み
た
い
。

　
　

Ｌ※
２

Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
を
は
じ
め
、

多
様
性
を
認
め
合
う
共
生
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
対
応
サ
ポ
ー
ト
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
人
権
教

育
や
い
の
ち
の
学
習
な
ど
を
通
し

て
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
互
い

に
個
性
を
認
め
合
い
、
命
や
人
権
、

多
様
な
生
き
方
を
尊
重
し
よ
う
と

す
る
態
度
を
養
う
教
育
を
実
践
し

て
い
る
。
今
後
も
、
多
様
性
を
認

め
合
う
共
生
社
会
へ
の
理
解
を
深

め
る
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

AQA

QAQ

AQA

健
康
寿
命

延
伸
都
市
を
目
指
し
て

▲ウォーキングの日の策定を！

▲建設が進む商業高等学校新校舎

石い
し

澤ざ
わ　

秀ひ
で

夫お 
議
員

※１　ＰＦＩ…‌‌Private‌Finance‌Initiativeの略称。公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の資金、経営能力および技術的能力を活用
して行う新しい手法。

※２　ＬＧＢＴ…‌‌Lesbian（女性同性愛者）、Gay（男性同性愛者）、Bisexual（両性愛者）､ Transgender（出生時に診断された性と自認する性
の不一致）の頭文字をとり、性的少数者の人々を指した総称。
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今
年
は
人
類
史
上
初
め
て
「
核

兵
器
は
違
法
」
と
す
る
国
際
条
約

が
発
効
し
た
歴
史
的
な
年
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
も
平
和
を
考

え
る
夏
に
し
た
い
も
の
で
す
。
４

年
間
の
議
員
任
期
を
折
り
返
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
広
報
広
聴
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
議
会
報
を
作
成

す
る
委
員
も
変
わ
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
さ
ま
ざ
ま
制
約
を
受

け
る
中
、
議
員
と
市
民
の
接
点
も

希
薄
に
な
り
が
ち
で
す
。
よ
り
一

層
の
分
か
り
や
す
さ
に
努
め
、
市

民
の
関
心
が
得
ら
れ
る
議
会
報
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
長　

阿
曽　
　

隆

　
　
　

副
委
員
長　

松
田　

孝
男

　
　
　
　
　

委
員　

松
井　
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▲後列左から小田、松井、荒井、
　松田、阿曽、佐藤（清）委員

　日程は変更になる場合があ

ります。詳しくは議会事務局

までお問い合わせください。

☎０２３（６４２）８４０４

９月９日（木）

 ～１０月１日（金）

９月定例会の日程
（予定）

議会）、特別賞（２市議会）が表彰されました。
　令和３年５月に新たに設置した広報広聴委員会にて、今後もより
読みやすく、分かりやすい市議会報の作成に努めてまいります。

　令和２年１１月１日に発行したやまが
た市議会報「みちしるべ」２１４号が、
中核市議会議長会第１６回議会報コン
クールで特別賞を受賞しました。令和
２年度の優秀賞に引き続き、２年連続
の受賞となります。
　このコンクールは、各中核市が発行
する議会広報誌をより一層充実したも
のとするため、情報や斬新なアイデア
の共有を図り、議会活性化の一助とす
ることを目的に行われております。今
回は中核市６２市のうち６０市が参加し、
最優秀賞（１市議会）、優秀賞（２市

「みちしるべ」が２年連続で表彰されました

新型コロナウイルス感染症
拡大防止に向けて

　本市議会では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止や、新型コロナウイルスワクチンの接種に関する

協議を行い、日々刻刻と変化する状況への対応を求めるため、令和３年５月２８日以降、全員協議会を開催

しています。

　５月２８日の全員協議会では、ワクチンの予約受付状況や今後の接種スケジュールなどの報告を受けた後、

コールセンターやＷｅｂなどによるワクチン予約受付方法の改善や接種の優先順位の考え方、接種率向上

に向けた集団接種の実施など、さまざまな課題に関する議論を行いました。

　その後も６月１４日、６月３０日、７月１４日に全員協議会

を開催し、新型コロナウイルス感染症の収束を目指した

活発な議論を行っています。

　なお、全員協議会の模様はインターネットによる生中

継・録画配信を行っておりますので、今後の開催の際に

も、ぜひご活用ください。

全員協議会を開催

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

※全員協議会とは市政などに関して、議長が必要と認める事項の協議を行う場であり、全議員が出席します。
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